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② A 社の当座預金口座に B 社より第 ₁ 回目の割賦代金⒑億円が振り込まれた。
　販売日基準では次のように仕訳が行われる。
　仕　訳　　　（借）当座預金　　　₁０　　　　（貸）割賦売掛金　　　　₁０





















期首商品 　０ 仕　　入 ₄０
買 掛 金 ₄０ 期末商品 　０
仕　　入＊ア
繰越商品 ₄０ 損　　益 ₄０
売　　上
損　　益 ₅０ 売 掛 金 ₅０
損　　益




































































期首商品 　０ 仕　　入 ₄０
買 掛 金 ₄０ 期末商品 　０
仕　　入＊ア
繰越商品 ₄０ 損　　益 ₄０
売　　上
損　　益 ₅０ 売 掛 金 ₅０
損　　益











期首商品 　０ 売上原価＊ A ₄０
買 掛 金 ₄０ 期末商品 　０
売上原価＊ア
商　　品＊ B ₄０ 損　　益＊ C ₄０
売　　上
損　　益＊ F ₅０ 売 掛 金＊ E ₅０
損　　益










































② A 社の当座預金口座に B 社より第 ₁ 回目の割賦代金⒑億円が振り込まれた。
回収日基準の対照勘定法（第 ₁ 法）では次のように仕訳が行われる。
　仕　訳　　（借）当座預金　　　　 ₅ 　　　（貸）割賦売上　　　　　 ₅
　仕　訳　　（借）割賦仮売上　　　 ₅ 　　　（貸）割賦仮売掛金　　　 ₅
③ A 社の当座預金口座に B 社より決算日に、第 ２ 回目の割賦代金⒑億円が振り込まれた。
回収日基準の対照勘定法（第 ₁ 法）では次のように仕訳が行われる。
　仕　訳　　（借）当座預金　　　　 ₅ 　　　（貸）割賦売上　　　　　 ₅
　仕　訳　　（借）割賦仮売上　　　 ₅ 　　　（貸）割賦仮売掛金　　　 ₅





































前期繰越 　０ 次期繰越＊オ ₃２
仕　　入＊エ ₃２
仕　　入＊ア
繰越商品 　０ 損　　益＊カ 　₈
買 掛 金＊イ ₄０ 繰越商品＊ウ ₃２
売　　上
損　　益 ₁０ 売 掛 金 ₁０
損　　益








額は ₈ 億円となる。この決算処理で確定された当期の費用としての仕入額 ₈ 億円は仕入元






























④ A 社の当座預金口座に B 社より第 ₁ 回目の割賦代金 ₅ 億円が振り込まれた。
価値動態観では回収日基準の対照勘定法（第 ₁ 法）による仕訳を次のように行う。
　仕　訳　　（借）当座預金　　　 ₅ 　　　　（貸）割賦売上　　　　　 ₅
　仕　訳　　（借）割賦仮売上　　 ₅ 　　　　（貸）割賦仮売掛金　　　 ₅
　仕　訳　　（借）売上原価　　　 ₄ 　　　　（貸）商　　品　　　　　 ₄
⑤ A 社の当座預金口座に B 社より決算日に、第 ２ 回目の割賦代金 ₅ 億円が振り込まれた。
価値動態観では回収日基準の対照勘定法（第 ₁ 法）による仕訳を次のように行う。
　仕　訳　　（借）当座預金　　　 ₅ 　　　　（貸）割賦売上　　　　　 ₅
　仕　訳　　（借）割賦仮売上　　 ₅ 　　　　（貸）割賦仮売掛金　　　 ₅
　仕　訳　　（借）売上原価　　　 ₄ 　　　　（貸）商　　品　　　　　 ₄
⑥期末の在庫額は₄₇億円
前期繰越の期首手持ち商品原価₁₅億円、当期に購入した商品原価₄０億円、④で商品原価














前期繰越＊ A ₁₅ 仕　入　＊ B ₁₅
仕　　入＊オ ₄₇ 次期繰越＊カ ₄₇
仕　　入＊イ
繰越商品＊ C ₁₅ 損　　益＊キ 　₈
買 掛 金＊ウ ₄０ 繰越商品＊エ ₄₇
売　　上
損　　益 ₁０ 売 掛 金 ₁０
損　　益
仕　　入＊ク 　₈ 売　　上＊ケ ₁０
通説では最初に、繰越商品元帳＊アの借方に前期の売れ残り品₁₅億円が前期繰越＊ A























の仕入金額の ₈ 億円は、仕入元帳＊イの貸方に損益＊キ ₈ 億円と記入され、これがさらに

































前期繰越＊ A ₁₅ 売上原価＊ D 　₈
買 掛 金＊ B ₄０ 次期繰越＊ C ₄₇
売上原価＊イ
商　　品＊ E 　₈ 損　　益＊ F 　₈
売　　上＊ウ
損　　益＊ I ₁０ 売　 掛 金＊ H ₁０
損　　益＊エ
売上原価＊ G 　₈ 売　　上＊ J ₁０
売上総利益＊ L 　２
上記の勘定記入を用いて詳しく説明する。価値動態観に基づく資産勘定である商品元帳
＊アの借方の＊ A の₁₅億円と＊ B の₄０億円の合計₅₅億円から、貸方＊ C の期末在庫額₄₇
億円を差し引いた残額 ₈ 億円が消費された原価額である。よって、＊ D の ₈ 億円が売上
原価の勘定元帳＊イの借方へ送られる。費用の発生は仕訳原理により借方記入である。売




























② A 社の当座預金口座に B 社より第 ₁ 回目の割賦代金 ₅ 億円が振り込まれた。
回収日基準の利益未実現法（第 ２ 法）では次のように仕訳が行われる。
　仕　訳　　（借）当座預金　　　　　　 ₅ 　　　（貸）割賦売掛金　　　　 ₅
③ A 社の当座預金口座に B 社より決算日に、第 ２ 回目の割賦代金 ₅ 億円が振り込まれた。
回収日基準の利益未実現法（第 ２ 法）では次のように仕訳が行われる。
　仕　訳　　（借）当座預金　　　　　　 ₅ 　　　（貸）割賦売掛金　　　　 ₅
④決算仕訳
　仕　訳　　（借）割賦未実現利益控除　 ₈ 　　（貸）繰延割賦未実現利益　 ₈






























② A 社の当座預金口座に B 社より第 ₁ 回目の割賦代金 ₅ 円が振り込まれた。
代金回収期限到来日基準の対照勘定法（第 ₁ 法）では次のように仕訳が行われる。
　仕　訳　　（借）当座預金　　　　 ₅ 　　　（貸）割賦売上　　　　　 ₅
　仕　訳　　（借）割賦仮売上　　　 ₅ 　　　（貸）割賦仮売掛金　　　 ₅
③ A 社は第 ２ 回目の入金日の本日、B 社から翌月₁０日支払いの申し出があり、これを認
めた。
代金回収期限到来日基準の対照勘定法（第 ₁ 法）では次のように仕訳が行われる。
　仕　訳　　（借）割賦売掛金　　　 ₅ 　　　（貸）割賦売上　　　　　 ₅
　仕　訳　　（借）割賦仮売上　　　 ₅ 　　　（貸）割賦仮売掛金　　　 ₅
④ A 社の当座預金口座に本月₁０日に上記の代金の払い込みが B 社より行われた。
代金回収期限到来日基準の対照勘定法（第 ₁ 法）では次のように仕訳が行われる。
　仕　　訳　（借）当座預金　　　　 ₅ 　　　（貸）割賦売掛金　　　　 ₅
⑤ A 社の当座預金口座に B 社より決算日に、第 ２ 回目の割賦代金 ₅ 円が振り込まれた。
代金回収期限到来日基準の対照勘定法（第 ₁ 法）では次のように仕訳が行われる。
　仕　訳　　（借）当座預金　　　　 ₅ 　　　（貸）割賦売上　　　　　 ₅



















④ A 社の当座預金口座に B 社より第 ₁ 回目の割賦代金 ₅ 億円が振り込まれた。
価値動態観では回収日基準の対照勘定法（第 ₁ 法）による仕訳を次のように行う。
　仕　訳　　（借）当座預金　　　　 ₅ 　　　（貸）割賦売上　　　　　 ₅
　仕　訳　　（借）割賦仮売上　　　 ₅ 　　　（貸）割賦仮売掛金　　　 ₅
　仕　訳　　（借）売上原価　　　　 ₄ 　　　（貸）商　　品　　　　　 ₄
⑤ A 社は第 ２ 回目の入金日の本日、B 社から翌月₁０日支払いの申し出があり、これを認
めた。
代金回収期限到来日基準の対照勘定法（第 ₁ 法）では次のように仕訳が行われる。
　仕　訳　　（借）割賦売掛金　　　 ₅ 　　　（貸）割賦売上　　　　　 ₅
　仕　訳　　（借）割賦仮売上　　　 ₅ 　　　（貸）割賦仮売掛金　　　 ₅
　仕　訳　　（借）売上原価　　　　 ₄ 　　　（貸）商　　品　　　　　 ₄
⑥ A 社の当座預金口座に本月₁０日に上記の代金の払い込みが B 社より行われた。
代金回収期限到来日基準の対照勘定法（第 ₁ 法）では次のように仕訳が行われる。
　仕　訳　　（借）当座預金　　　　 ₅ 　　　（貸）割賦売掛金　　　　 ₅
⑦ A 社の当座預金口座に B 社より決算日に、第 ２ 回目の割賦代金 ₅ 億円が振り込まれた。
価値動態観では回収日基準の対照勘定法（第 ₁ 法）による仕訳を次のように行う。
　仕　訳　　（借）当座預金　　　　 ₅ 　　　（貸）割賦売上　　　　　 ₅
　仕　訳　　（借）割賦仮売上　　　 ₅ 　　　（貸）割賦仮売掛金　　　 ₅
　仕　訳　　（借）売上原価　　　　 ₄ 　　　（貸）商　　品　　　　　 ₄
⑧決算日の期末在庫に関する仕訳処理
前期繰越の期首手持ち商品原価₁₅億円、当期に購入した商品原価₄０億円、④で商品原価



















　仕　訳　　（借）売上原価　　　　 ₇ 　　　（貸）仕　入　　　　　　 ₇
このような仕訳になる理由は、たとえば原価 ₇ 万円の商品を掛で購入した時に先行研究
では商品の取得を費用の塊の取得とみて、次のように仕訳がなされているからである。






　仕　訳 ₁ ＊（借）商　品　　　　　 ₇ 　　　（貸）買掛金　　　　　　 ₇
この価値の塊が予約商品の引き渡しによって、価値の流出額を売上原価として認識する。
よって、次の仕訳が可能となる。





























American Accounting Association （AAA）［₁₉₅₁］ Supplementary Statement No.2, Price
Level Changes and Financial Statements.（中島省吾訳［₁₉₆₄］『A.A.A. 会計原則』中央経済
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